
(57)【要約】

【課題】　地域の避難地の防災活動支援設備と防災まち

づくりを兼ねることができる分散型防災拠点施設を提供

する。

【解決手段】　災害時に必要となる備蓄品を備蓄する備

蓄部と、電源を備えるとともに他の通信装置と通信を行

うための通信機器を備える災害活動拠点機能部と、救急

用品を備蓄する応急救護機能部と、分散型防災拠点施設

が設けられる地域の利用者が非災害時に利用可能な設備

である街づくり機能部と、を有することを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 災 害 時 に 必 要 と な る 備 蓄 品 を 備 蓄 す る 備 蓄 部 と 、
　 電 源 を 備 え る と と も に 他 の 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う た め の 通 信 機 器 を 備 え る 災 害 活 動 拠 点
機 能 部 と 、
　 救 急 用 品 を 備 蓄 す る 応 急 救 護 機 能 部 と 、
　 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 が 設 け ら れ る 地 域 の 利 用 者 が 非 災 害 時 に 利 用 可 能 な 設 備 で あ る 街 づ
く り 機 能 部 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 。
【 請 求 項 ２ 】
　 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 部 に 入 室 す る 際 に 解 錠 す る 必 要 が あ る 錠 と 、
　 外 部 に 接 続 さ れ る 装 置 か ら の 指 示 に 基 づ い て 、 当 該 錠 の 解 錠 を 許 可 す る か 否 か を 制 御 す
る 錠 制 御 部 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 発 電 す る 発 電 装 置 を 有 し 、 当 該 発 電 装 置 に よ っ て 発 電 さ れ た 電 源
を 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 の 電 源 の 一 部 と し て 供 給 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 発 電 装 置 は 、 発 電 し た 電 力 量 を 算 出 し て 表 示 す る 発 電 量 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 災 害 時 お よ び 非 災 害 時 に 利 用 さ れ る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 地 震 、 風 水 害 な ど の 災 害 な ど が 発 生 し た 場 合 に は 、 そ の 被 災 地 の 住 民 は 、 一
時 避 難 所 に 一 旦 集 ま っ た 後 、 避 難 所 に 避 難 す る こ と が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う
に 、 災 害 発 生 時 に お い て 、 そ の 地 域 の 住 民 は 、 対 象 地 域 内 を 分 割 し た ブ ロ ッ ク 毎 の 広 場 な
ど に 設 け ら れ る 一 時 避 難 場 所 に 集 合 し た 後 、 予 め 決 め ら れ た 避 難 路 を 通 過 し て 避 難 所 に 移
動 す る 。 そ し て 、 避 難 場 所 を 防 災 拠 点 と し て 、 被 災 者 が 避 難 生 活 を 行 う こ と と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 方 式 で は 、 避 難 場 所 に 被 災 者 を 集 中 し て 避 難 さ せ る こ と
と な る た め 、 備 蓄 倉 庫 、 災 害 活 動 拠 点 、 避 難 生 活 支 援 拠 点 、 医 療 活 動 拠 点 と し て の 規 模 が
大 き く な っ て し ま い 、 避 難 場 所 を 設 け る た め の 敷 地 面 積 を 広 く 確 保 し な け れ ば な ら な い と
い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 一 時 避 難 所 や 本 格 的 避 難 所 の 敷 地 確 保 が 困 難 で あ る 場 合 に は 、 地
域 の 防 災 力 整 備 が 不 足 し て し ま う 。 ま た 、 人 口 密 度 が 高 い 地 域 に お い て は 、 一 般 に 、 広 い
敷 地 面 積 を 確 保 す る こ と が 困 難 で あ る た め 、 避 難 場 所 を 郊 外 に 設 け よ う と す る と 、 被 災 時
に 移 動 す る 距 離 が 長 く な っ て し ま う 。
　 ま た 、 災 害 時 に お い て は 、 救 助 隊 な ど が 必 ず し も 救 助 し て く れ る と は 限 ら な い の で 、 地
域 住 民 が 互 い に 助 け 合 え る 街 づ く り や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 地 域 の 避 難 地 の 防 災
活 動 支 援 設 備 と 防 災 ま ち づ く り を 兼 ね る こ と が で き る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 は 、 非 常 時 に お け る 防 災 活 動 支 援 と と も に 平 常 時 の 地 域 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
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ン に 寄 与 す る こ と が で き る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 災 害 時 に 必 要 と な る 備 蓄 品 を 備 蓄 す る 備 蓄
部 と 、 電 源 を 備 え る と と も に 他 の 通 信 装 置 と 通 信 を 行 う た め の 通 信 機 器 を 備 え る 災 害 活 動
拠 点 機 能 部 と 、 救 急 用 品 を 備 蓄 す る 応 急 救 護 機 能 部 と 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 が 設 け ら れ る
地 域 の 利 用 者 が 非 災 害 時 に 利 用 可 能 な 設 備 で あ る 街 づ く り 機 能 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に お い て 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 部 に 入 室
す る 際 に 解 錠 す る 必 要 が あ る 錠 と 、 外 部 に 接 続 さ れ る 装 置 か ら の 指 示 に 基 づ い て 、 当 該 錠
の 解 錠 を 許 可 す る か 否 か を 制 御 す る 錠 制 御 部 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に お い て 、 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 発 電 す る
発 電 装 置 を 有 し 、 当 該 発 電 装 置 に よ っ て 発 電 さ れ た 電 源 を 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 の 電 源 の
一 部 と し て 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 述 の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に お い て 、 前 記 発 電 装 置 は 、 発 電 し た 電 力
量 を 算 出 し て 表 示 す る 発 電 量 表 示 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 備 蓄 部 と 、 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 と 、 応 急 救 護
機 能 部 と 、 街 づ く り 機 能 部 と を 設 け る よ う に し た の で 、 大 規 模 な 避 難 所 に 設 け ら れ る 機 能
を 縮 小 し て コ ン パ ク ト に 一 体 化 す る こ と が で き る の で 、 敷 地 面 積 を 縮 小 す る こ と が で き 、
敷 地 面 積 を 確 保 し に く い 地 域 に お い て も 設 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 外 部 に 接 続 さ れ る 装 置 か ら の 指 示 に 基 づ い て 、 錠 の 解 錠 を 許 可
す る か 否 か を 制 御 す る よ う に し た の で 、 平 常 時 は 、 管 理 者 に よ っ て 鍵 と 入 退 管 理 等 を 行 な
い 、 災 害 時 は 、 避 難 民 や 地 域 住 民 が 自 主 的 か つ 円 滑 に 災 害 活 動 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 発 電 す る 発 電 装 置 を 設 け る よ う に し た の
で 、 平 常 時 に 公 園 内 に 訪 れ た 子 供 や 地 域 住 民 が 電 力 供 給 シ ス テ ム を 利 用 し て 発 電 し 、 蓄 電
池 に 蓄 電 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 分
散 型 防 災 拠 点 施 設 １ は 、 略 同 等 の 設 備 の 機 能 を 有 し て お り 、 対 象 地 域 ａ 内 を 分 割 し た ブ ロ
ッ ク 毎 に 設 け ら れ る 。 こ の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に 備 え ら れ る 機 能 と し て は 、 災 害 時 に お
い て 、 一 時 避 難 、 避 難 生 活 、 災 害 活 動 、 応 急 救 護 の 活 動 拠 点 と な り 、 平 常 時 に お い て 、 防
災 街 づ く り 活 動 の 拠 点 と な る 。 そ し て 、 こ の 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に は 、 災 害 時 に 必 要 と
な る 備 蓄 品 を 備 蓄 す る 備 蓄 部 で あ る 備 蓄 倉 庫 、 電 源 を 備 え る と と も に 他 の 通 信 装 置 と 通 信
を 行 う た め の 通 信 機 器 を 備 え る 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 、 救 急 用 品 を 備 蓄 す る 応 急 救 護 機 能 部
、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ が 設 け ら れ る 地 域 の 利 用 者 が 非 災 害 時 に 利 用 可 能 な 設 備 で あ る 街
づ く り 機 能 部 、 避 難 生 活 支 援 機 能 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う に 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に は 、 大 規 模 な 避 難 所 に 設 け ら れ る よ う な 機 能 を 縮
小 し て コ ン パ ク ト に 一 体 化 す る よ う に し た の で 、 設 置 面 積 を 削 減 で き 、 こ れ に よ り 、 比 較
的 狭 い 公 園 に も 基 本 的 な 防 災 機 能 を 付 加 す る こ と が で き 、 市 町 村 エ リ ア に 分 散 し て 防 災 拠
点 を 作 る こ と が で き 、 大 規 模 防 災 公 園 が 確 保 で き な い 地 域 に お い て も 、 分 散 型 防 災 体 制 の
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構 築 が 可 能 と な り 、 防 災 能 力 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 こ の 図 に お け る 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に つ い て 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ に お い
て は 、 詰 め 所 機 能 部 （ 管 理 事 務 所 ） は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 に １ 名 （ も し く は ２ 名 ） 分
の ス ペ ー ス が 確 保 さ れ る よ う に 仕 切 ら れ て お り 、 災 害 時 に は 、 災 害 活 動 ス ペ ー ス と し て 利
用 さ れ る も の で あ る 。 詰 め 所 機 能 部 の 室 内 に は 、 室 内 を 照 明 す る た め の 照 明 装 置 、 Ｔ Ｖ （
テ レ ビ ） 受 像 機 、 ラ ジ オ 、 音 声 を 外 部 の ス ピ ー カ か ら 出 力 す る た め の 拡 声 装 置 、 詰 め 所 機
能 部 内 に 入 室 す る 扉 に 設 け ら れ た 錠 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 の 外 部 に 設 置 さ れ る ア ン テ ナ を
介 し て 入 力 さ れ る 市 町 村 管 理 セ ン タ か ら の 指 示 に 基 づ い て 、 錠 の 施 解 錠 を 制 御 す る 施 解 錠
装 置 が 設 け ら れ る 。 ま た 、 管 理 事 務 所 機 能 部 内 で 作 業 を す る た め の 椅 子 、 机 な ど も 適 宜 設
け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の 拡 声 装 置 、 施 解 錠 装 置 、 Ｔ Ｖ （ テ レ ビ ） 受 像 機 は 、 防 災 用 Ｉ Ｔ 機 能 を 担 う 。 管
理 事 務 所 の 管 理 人 が 携 帯 電 話 、 無 線 機 を 携 行 す る 場 合 は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 に 無 線 機
等 を 設 置 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 非 常 用 電 源 機 能 制 御 盤 は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 に 設 け ら れ 、 風 力 発 電 機 や 太 陽 光 発 電
池 、 非 常 用 発 電 発 動 機 な ど に よ っ て 発 電 さ れ た 電 力 を 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 の 負 荷 （ 照 明 、
Ｔ Ｖ 受 像 器 、 拡 声 装 置 、 施 解 錠 装 置 、 通 信 機 器 な ど ） に 供 給 す る と と も に 、 蓄 電 池 に 充 電
す る 。 こ れ ら の 負 荷 は 、 蓄 電 池 か ら 電 力 を 受 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で は 、 非 常 用 電 源 機 能 と し て 太 陽 光 発 電 池 、 風 力 発 電 、 蓄 電 池 を 備 え る よ う に し た
の で 、 商 用 電 源 が 供 給 さ れ な く て も 災 害 時 の 電 源 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 備 蓄 倉 庫 機 能 部 は 、 上 述 の 備 蓄 部 に 相 当 し 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 内 に 設 け ら れ 、 通 常 時
（ 非 災 害 時 ） は 、 屋 外 用 テ ン ト 、 非 常 時 発 動 発 電 機 、 Ｆ Ａ Ｘ 装 置 、 机 や 椅 子 な ど が 備 蓄 さ
れ る 他 に 、 災 害 時 に 利 用 す る た め の 仮 設 テ ン ト 、 仮 設 ト イ レ 、 救 命 用 破 壊 工 作 道 具 （ 手 斧
、 の こ ぎ り 、 ス コ ッ プ 、 カ ッ タ ー 、 ハ ン マ ー 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 、 ロ ー プ な ど ） 、 食 料 、 仮 設
ト イ レ 、 毛 布 、 救 助 用 機 材 （ 救 急 箱 、 人 工 呼 吸 器 、 担 架 ） 、 救 護 用 品 （ 使 用 期 限 が な い 方
が 望 ま し い ） 等 が 収 容 さ れ て お り 、 非 常 時 に お い て 、 屋 外 用 テ ン ト を 組 み 立 て 、 こ れ ら を
屋 外 用 テ ン ト 内 に 収 容 し 、 備 蓄 倉 庫 機 能 部 の 空 い た ス ペ ー ス を 災 害 活 動 ス ペ ー ス 、 応 急 救
護 ス ペ ー ス （ 応 急 救 護 機 能 ） と し て も 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 カ メ ラ や マ イ ク
に よ っ て 入 力 さ れ る 災 害 時 に お け る 状 況 を 示 す 画 像 及 び 音 声 を 外 部 の 通 信 機 器 （ 例 え ば ケ
ー ブ ル テ レ ビ 会 社 の 通 信 機 器 ） に 送 信 す る た め の 通 信 機 器 が 設 け ら れ る 。 ま た 、 カ メ ラ や
マ イ ク に よ っ て 得 ら れ た 画 像 や 音 声 は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 の 外 部 に 設 け ら れ る 大 型 の 画
像 表 示 装 置 （ プ ロ ジ ェ ク タ ー で ス ク リ ー ン に 投 影 す る ） に よ っ て 表 示 し た り 、 ス ピ ー カ に
出 力 し た り す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 け が 人 に つ い て の 情 報 な ど を 分 散 型 防 災
拠 点 施 設 １ の 周 辺 の 住 民 や 遠 隔 地 の 住 民 に 知 ら せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 災 害 時 に お い
て 、 応 急 救 護 ス ペ ー ス で け が 人 を 手 当 て す る 際 、 け が 人 を カ メ ラ で 撮 影 し 、 撮 影 さ れ た 画
像 を 災 害 対 策 本 部 や 消 防 、 警 察 な ど に 設 け ら れ る 外 部 の 端 末 に 送 信 す る こ と に よ っ て 、 け
が 人 に つ い て 他 の 住 民 に 連 絡 す る こ と が で き 、 安 否 確 認 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 応 急
救 急 処 置 や 医 療 機 関 の 遠 隔 セ ン タ 、 保 健 所 に 設 け ら れ る 端 末 と 通 信 を 行 う こ と に よ っ て 、
け が 人 の 状 態 を 通 知 す る こ と が で き る と と も に 、 応 急 処 置 を 遠 隔 で 指 導 し て も ら う こ と も
可 能 で あ る 。 一 方 、 平 常 時 に お い て は 、 公 園 管 理 課 、 広 報 課 、 選 挙 管 理 委 員 会 な ど に 設 け
ら れ る 端 末 に 広 報 、 連 絡 を す る こ と が で き る 。 ま た 、 災 害 時 の 状 況 を 配 信 す る こ と が で き
る の で 、 被 災 者 の 安 否 確 認 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 平 常 時 に お い て は 、 災 害 時 用 の ス ピ ー カ 、 マ イ ク 、 カ メ ラ を 利 用 し て 、 防 犯 ボ タ
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ン を 追 加 す る こ と に よ り 、 平 常 時 に お い て 警 報 サ イ レ ン や 警 察 へ の 通 報 を 行 う こ と も 可 能
で あ り 、 こ れ に よ り 、 平 常 時 に お い て 、 防 犯 監 視 カ メ ラ と し て 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ 内 に お い て 必 要 と な る 電 源 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 電
力 を 確 保 す る た め の 構 成 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
　 こ の 図 に お い て 、 分 電 盤 ５ ０ は 、 太 陽 光 発 電 や 風 力 発 電 に よ っ て 発 電 す る 発 電 装 置 ５ １
か ら 供 給 さ れ る 電 力 、 人 力 自 転 車 利 用 発 電 機 ５ ２ 、 自 動 車 の バ ッ テ リ 回 路 ５ ３ 、 ポ ー タ ブ
ル 発 電 機 ５ ４ か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 各 負 荷 に 分 配 す る 。 負 荷 と し て は 、 例 え ば 、 平 常 時 お
い て は 、 仮 設 テ ン ト 内 の 一 般 照 明 、 入 退 室 制 御 ・ 管 理 設 備 、 電 光 表 示 板 、 気 象 情 報 ス テ ー
シ ョ ン 、 防 犯 押 し ボ タ ン な ど で あ る 。 平 常 時 に お け る 井 年 と 開 催 時 （ 後 述 す る ） に お い て
は 、 拡 声 ス ピ ー カ シ ス テ ム 、 ア ン テ ナ と チ ュ ー ナ と モ ニ タ に よ っ て 構 成 さ れ る 放 送 受 信 シ
ス テ ム 、 カ メ ラ 、 マ イ ク 、 投 光 器 、 コ ン セ ン ト な ど が あ る 。 ま た 、 被 災 時 に お い て は 、 仮
設 ト イ レ 内 の 照 明 、 仮 設 テ ン ト 内 の 照 明 な ど が あ る 。 こ の よ う に 、 平 常 時 、 イ ベ ン ト 開 催
時 、 災 害 時 な ど の 状 況 に 応 じ て 電 源 を 供 給 す る こ と が で き る の で 、 防 災 行 政 無 線 か ら 独 立
し た 通 信 機 能 の 確 保 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に お け る 人 力 自 転 車 利 用 発 電 機 ５ ２ に つ い て 説 明 す る た
め の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 発 電 部 ３ ０ は 、 ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ て 発 電
を す る 。 こ の 発 電 部 ３ ０ と し て は 、 例 え ば 、 自 転 車 と ダ イ ナ モ 、 オ ル タ ネ ー タ 、 イ ン バ ー
タ 等 が 組 み 合 わ さ れ 、 ユ ー ザ が 自 転 車 を こ ぐ こ と に よ っ て 電 力 を 発 生 す る 自 転 車 発 電 装 置
で あ り 、 据 え 付 け 台 に 固 定 さ れ る 。 デ ー タ ベ ー ス ３ １ は 、 発 電 量 と 当 該 発 電 量 を 発 生 さ せ
る た め に 必 要 と な る 化 石 燃 料 の 量 を 対 応 付 け す る テ ー ブ ル と 、 発 電 量 と 当 該 発 電 量 を 発 生
さ せ る た め に 必 要 と な る 化 石 燃 料 を 燃 焼 し た 時 に 発 生 す る 二 酸 化 炭 素 の 量 を 対 応 付 け す る
テ ー ブ ル を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 発 電 量 表 示 部 ３ ２ は 、 例 え ば 液 晶 表 示 装 置 や 電 光 掲 示 板 な ど の 表 示 装 置 で あ り 、 発 電 量
算 出 部 ３ ３ か ら の 指 示 に 応 じ て 各 種 情 報 を 表 示 す る 。 発 電 量 算 出 部 ３ ３ は 、 発 電 部 ３ ０ に
よ っ て 発 電 さ れ た 電 力 量 を 算 出 し 、 算 出 し た 電 力 量 を 発 電 量 表 示 部 ３ ２ に 表 示 す る 。 ま た
、 発 電 量 算 出 部 ３ ３ は 、 算 出 し た 電 力 量 を デ ー タ ベ ー ス ３ １ を 参 照 し て 、 発 電 量 に 相 当 す
る 化 石 燃 料 の 量 ま た は 二 酸 化 炭 素 の 量 を 読 み 出 し 、 発 電 量 表 示 部 ３ ２ に 表 示 す る 。 ま た 、
発 電 量 算 出 部 ３ ３ は 、 外 部 も に 設 け ら れ る ス タ ー ト ボ タ ン が 押 さ れ て か ら ス ト ッ プ ボ タ ン
が 押 さ れ る ま で の 間 の 発 電 量 を 算 出 す る 。
　 電 力 供 給 制 御 部 ３ ４ は 、 発 電 部 ３ ０ か ら 供 給 さ れ る 電 力 を 負 荷 ３ ５ と 充 電 部 ３ ６ に 供 給
す る 。 負 荷 ３ ５ は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に 設 け ら れ る 照 明 、 通 信 機 器 、 表 示 装 置 、 ス ピ
ー カ 等 の 負 荷 で あ る 。 充 電 部 ３ ６ は 、 蓄 電 池 ３ ７ に 充 電 す る 。 蓄 電 池 ３ ７ は 、 電 力 を 蓄 電
し 、 被 災 時 に 負 荷 ３ ５ に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 自 転 車 利 用 発 電 機 ５ ２ は 、 例 え ば 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ が 設 置 さ れ る 公 園 内 に 設
け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 平 常 時 に 公 園 内 に 訪 れ た 子 供 や 地 域 住 民 が 電 力 供 給 シ ス テ ム を 利
用 し て 発 電 し 、 蓄 電 池 に 蓄 電 す る こ と が 可 能 で あ る 。 公 園 内 に 訪 れ た 子 供 が 発 電 部 ３ ０ の
自 転 車 を こ い で 発 電 す る こ と に よ っ て 蓄 電 池 ３ ７ に 充 電 さ れ る と と も に 、 発 電 し た 発 電 量
が 発 電 算 出 部 ３ ３ に よ っ て 算 出 さ れ 、 発 電 量 表 示 部 ３ ２ に 表 示 さ れ る 。 さ ら に 、 発 電 量 算
出 部 ３ ３ は 、 発 電 量 に 応 じ た 化 石 燃 料 の 量 や 二 酸 化 炭 素 の 量 を 発 電 量 表 示 部 ３ ２ に 表 示 す
る 。 こ れ に よ り 、 平 常 時 や 非 常 時 に 子 供 が 遊 び な が ら 発 電 で き る と と も に 、 発 電 量 を 把 握
す る こ と が で き 、 子 供 に 対 す る エ ネ ル ギ ー 教 育 に も 寄 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 化 石 燃
料 の 量 や 二 酸 化 炭 素 の 量 を 把 握 す る こ と が で き る の で 、 地 球 温 暖 化 防 止 へ の 貢 献 度 も 理 解
で き る の で 、 環 境 教 育 に 寄 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 平 常 時 に 子 供 が 遊 び な が ら 発 電 で き る の で 、 遊 戯 機 能 を 満 た す 装 置 と し て 利 用 す
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る こ と が で き 、 子 供 同 士 、 ま た は そ の 親 同 士 に と っ て 、 平 常 時 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成
の 場 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 災 害 時 に お い て も 発 電 で き る の で 、 地 域 住 民 に
理 解 が 得 ら れ る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 災 害 時 で あ っ て も 電 力 を 確 保 で き る と い う 安
心 感 を 向 上 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 災 害 に 対 応 す る 能 力 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 発 電 部 ３ ０ に 適 用 さ れ る 自 転 車 は 、 リ サ イ ク ル 品 を
利 用 す る こ と に よ り 、 廃 自 転 車 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き 、 環 境 教 育 （ 資 源 リ サ イ ク ル
） を す る こ と が で き る 。 な お 、 自 転 車 を 据 え 付 け 台 に 据 え 付 け る 作 業 は 、 自 治 会 な ど が 行
う こ と に よ り 、 地 域 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 成 促 進 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 施 解 錠 装 置 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 施 解 錠 装 置 の 構 成 を 示 す 概
略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 指 示 受 信 部 ４ ０ は 、 防 災 セ ン タ に 設 置 さ れ た 通 信
装 置 か ら 送 信 さ れ る 解 錠 の 指 示 ま た は 、 地 震 計 の 出 力 を 受 信 す る 。 錠 制 御 部 ４ １ は 、 指 示
受 信 部 ４ ０ が 受 信 し た 解 錠 の 指 示 ま た は 地 震 計 の 出 力 に 基 づ い て 、 予 め 決 め ら れ た レ ベ ル
以 上 の 地 震 が 発 生 し た 場 合 に 、 錠 ４ ２ を 解 錠 許 可 す る か 否 か を 制 御 す る 。 錠 ４ ２ は 、 分 散
型 防 災 拠 点 施 設 １ の 扉 に 設 置 さ れ 、 内 部 に 入 室 す る 際 に 鍵 ま た は 錠 制 御 部 ４ １ に よ っ て 解
錠 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 施 解 錠 装 置 は 、 平 常 時 に お い て 、 錠 ４ ２ は 施 錠 さ れ て お り 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １
内 へ の 入 室 は 、 錠 ４ ２ に 対 応 す る 鍵 の 保 管 者 に よ っ て 管 理 さ れ る 。 そ し て 、 災 害 発 生 時 に
お い て は 、 錠 制 御 部 ４ １ が 解 錠 の 指 示 ま た は 地 震 計 の 出 力 に 基 づ き 、 錠 ４ ２ を 解 錠 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 平 常 時 は 市 町 村 の 行 政 主 管 で 徹 底 し た 管 理 （ 鍵 ・ 入 退 管 理 等 ）
を 行 な い 、 災 害 時 は 、 行 政 の 対 応 が 無 く て も 地 域 住 民 が 自 由 に 解 錠 で き 、 避 難 民 や 地 域 住
民 が 自 主 的 か つ 円 滑 に 災 害 活 動 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 イ ベ ン ト 開 催 時 に お い て は 、
地 域 住 民 に 解 錠 、 施 錠 を 任 せ ら れ る 。
　 ま た 、 燃 料 の 備 蓄 が 不 要 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 発 電 量 が 少 な い 場 合 は 、 非 常 時 対 応
と し て 自 動 車 の 発 電 機 か ら 蓄 電 池 へ 充 電 す る よ う に す れ ば よ い 。 な お 、 指 示 受 信 部 ４ ０ は
、 防 災 セ ン タ か ら の 指 示 以 外 に 、 市 職 員 な ど が 保 有 す る 予 め 決 め ら れ た 携 帯 電 話 か ら の 指
示 を 受 信 す る よ う に し 、 職 員 か ら の 指 示 に 応 じ て 解 錠 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 錠 制 御 部 ４ １ の 機 能 を 他 の 機 能 と し て 適 用 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 災 害
活 動 拠 点 機 能 部 の 平 常 時 と 災 害 時 の 切 り 替 え に 適 用 す る よ う に し て も よ い 。 こ こ で は 、 平
常 時 モ ー ド に お い て は 、 災 害 時 用 の ス ピ ー カ 、 マ イ ク 、 カ メ ラ を 利 用 し て 、 防 犯 ボ タ ン を
さ ら に 設 け て お く こ と に よ り 、 平 常 時 に お い て 警 報 サ イ レ ン や 警 察 へ の 通 報 を 行 う こ と も
可 能 で あ る 。 ま た 、 平 常 時 モ ー ド に お い て 、 カ メ ラ を 防 犯 監 視 カ メ ラ と し て 利 用 す る こ と
も 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 に 適 用 す る こ と に よ り 、 平 常 時 モ ー ド に
お け る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 促 進 を 重 視 し た 監 視 制 御 方 式 か ら 、 非 常 時 に お け る 災 害 活
動 拠 点 機 能 を 重 視 し た 監 視 制 御 方 式 へ の 適 切 な 切 り 替 え を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 電 力 の 平 常 時 モ ー ド 、 災 害 時 モ ー ド の 切 り 替 え に 適 用 す る よ う に し 、 平 常 時 は 夜
間 の 防 犯 用 照 明 へ の 給 電 を 考 慮 し た 発 電 ・ 蓄 電 制 御 を 行 い 、 非 常 時 に お い て は 、 発 電 機 の
稼 働 ま で は 徹 底 し た 節 電 が 必 要 な の で 、 節 電 運 転 モ ー ド に 切 り 替 え る よ う に す る こ と も 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ を 防 災 街 づ く り 活 動 に 適 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ
こ で は 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ が コ ミ ュ ニ テ ィ ー 拠 点 と な る よ う に 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設
１ の 外 部 に パ ー ゴ ラ 、 ベ ン チ 等 を 設 置 す る 。 そ し て 、 あ る 期 間 毎 に 大 型 ス ク リ ー ン を 利 用
し た 上 映 会 、 盆 踊 り 大 会 、 食 事 会 、 人 力 自 転 車 利 用 発 電 機 ５ ２ に よ る 発 電 大 会 な ど の イ ベ
ン ト を 開 催 す る 会 場 と し て 利 用 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 の
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通 信 機 器 や ス ク リ ー ン 、 ス ピ ー カ を 利 用 す る た め に 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ の 電 源 を 投 入 す
る 作 業 や 、 通 信 機 器 の 操 作 を 平 常 時 に 行 う こ と に よ り 、 災 害 時 に 機 器 を 操 作 す る た め の 練
習 に も な り 、 災 害 時 に 使 用 方 法 が 解 ら な く と い う こ と を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 イ
ベ ン ト と し て 、 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ を 利 用 し た 防 災 訓 練 を 行 う よ う に に し て も よ い 。 こ
れ に よ り 、 施 解 錠 、 発 電 機 の 起 動 、 避 難 民 情 報 の 連 絡 、 備 蓄 品 の 確 認 な ど を 行 う こ と が で
き 災 害 に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 災 害 時 に は 、 救 助 隊 や 地 域 の 職 員 な ど が 救 助 を で き な い 場 合 、 一 般 に 、 近 所 の 住
民 に 助 け ら れ る 場 合 が 多 い 。 従 っ て 、 日 頃 か ら 近 隣 の 住 民 と 一 時 避 難 所 を イ ベ ン ト 場 所 と
し て 利 用 す る こ と に よ り 、 コ ミ ュ ニ ケ ー ョ ン を 図 る こ と が で き 、 避 難 時 に お い て 、 相 互 に
助 け 合 う 意 識 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 救 助 隊 の 到 着 を 待 た ず に 、 住 民 同 士 で 避 難
場 所 で の 救 助 活 動 を 迅 速 に 開 始 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 地 域 住 民 が 一 体 と な っ て イ
ベ ン ト を 行 う こ と に よ っ て 、 地 域 の 活 性 化 に つ な げ る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 平 常 時 と
非 常 時 に お い て と も に 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る の で 、 各 種 市 民 教 育 施 設 と し て の 利 用 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 以 上 説 明 し た 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ の 下 面 に 車 輪 な ど を 設 け 、 移 動 可 能 に 構 成 す
る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 避 難 場 所 指 定 の 変 更 に 容 易 に 追 随 で き る 。 ま た 、 イ メ
ー ジ の 異 な る 既 設 ユ ニ ッ ト 同 士 を 入 れ 替 え る こ と に よ り 、 地 域 住 民 の 新 た な 関 心 を 獲 得 で
き 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 促 進 、 継 続 を す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 車 輪 の 免 震 効 果
に よ り 、 耐 震 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 分 電 盤 の 構 成 図 の 表 示 、 充 電 ・ 放 電 ・ 蓄 電 の 現 状 表
示 、 充 電 ・ 放 電 設 備 の 接 続 方 法 の 表 示 、 を 行 う 表 示 板 を 設 け る よ う に し 、 地 域 住 民 が 利 用
し や す い 環 境 を 提 供 す る こ れ に よ り 、 利 用 の 促 進 、 お よ び 円 滑 な 操 作 を 図 る こ と が 可 能 で
あ る 。 ま た 、 電 気 分 野 の 専 門 知 識 が 無 い 住 民 で も 利 用 が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 災 害 活 動 拠 点 機 能 部 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 力 を 確 保 す る た め の 構 成 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 １ に お け る 人 力 自 転 車 利 用 発 電 機 ５ ２ に つ い て 説 明 す る た め
の 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 施 解 錠 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 に お け る 避 難 所 に つ い て 説 明 す る た め の 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 　 分 散 型 防 災 拠 点 施 設 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 　 発 電 部
　 ３ １ 　 デ ー タ ベ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 発 電 量 表 示 部
　 ３ ３ 　 発 電 量 算 出 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ４ 　 電 力 供 給 制 御 部
　 ３ ５ 　 負 荷 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ６ 　 充 電 部
　 ３ ７ 　 蓄 電 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ０ 　 指 示 受 信 部
　 ４ １ 　 錠 制 御 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ２ 　 錠
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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